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木ノ下歌舞伎は様 な々演出家とタッグを組み、その都度、
タッチの異なる作品を上演していますが、本作では、糸井幸
之介さんをお招きして、浄瑠璃の大曲『摂州合邦辻』に挑
んでおります。糸井さんの、オリジナル楽曲と演劇を縒り合わ
せ、唯一無二の劇世界を織り上げる“妙ージカル”という独
自の手法によって仕立て直された『糸井版 摂州合邦辻』
は、2019年にロームシアター京都のレパートリー作品として
上演され、ご好評いただきました。この度、ロームシアターさ
んに加え、以前から「糸井演出の木ノ下歌舞伎を!」と名乗
りを上げてくださっていたあうるすぽっとさんのお力によって、
早 に々再演の機会をいただいたことを嬉しく思っています。
　再演と申しましたが、「せっかくなら初演時にやり残した
こと!」という欲が出てしまい、初演を大きく上回るボリュームに
なってしまいました。くしくも緊急事態宣言発令中に、糸井
さんと何度もオンラインで構想を練り、台本も全場面を再
補綴・加筆しました。ちなみに古語部分は木ノ下を主に
補綴チームが、現代語の部分は糸井さんがそれぞれ担当
しております。糸井さんには、新たなシーンに加え、新しい曲も
一曲書き下ろしていただきました。初演よりも上演時間が25
分も増え、休憩をはさんでの二幕構成になりました。初演に
引き続き、北尾亘さんの渾身の振付も大きな見どころです。
どうぞ“増補”『糸井版 摂州合邦辻』をお楽しみください。
　『摂州合邦辻』は江戸時代後期の作品ですが、その
ルーツは遠くインド神話にあるといわれています。日本では、

本日はロームシアター京都レパートリー作品、木ノ下歌舞伎
『糸井版 摂州合邦辻』にご来場いただき、誠にありがとう
ございます。
　2016年1月にリニューアル・オープンしたロームシアター
京都は、「劇場文化をつくる」を目標に掲げ、自ら企画・制作
する自主事業を行っています。
レパートリー作品 木ノ下歌舞伎『糸井版 摂州合邦辻』は、
ロームシアター京都が継続して行っているプログラム「レパー
トリーの創造」の一環として、2019年2月に穂の国とよはし
芸術劇場PLAT、KAAT神奈川芸術劇場との共同製作に
よって誕生しました。
　「レパートリーの創造」は、時代を超えて末永く上演される
作品を、アーティストと協働しロームシアター京都が主体的に
プロデュースすることを狙いにしています。今回は東京・豊島区
はあうるすぽっとからの再演のオファーをいただいたことを
きっかけに、早くも2020年11月に京都でもその再演の機会
を得ることができ、多くの方々にご覧いただけることを大変
喜ばしく思います。

さて、「摂州合邦辻」は、説経節「しんとく丸」、「愛護の若」、
能「弱法師」などを元にした人形浄瑠璃、歌舞伎作品として
成立し、その物語は現代になっても折口信夫、三島由紀
夫、寺山修司、中上健次など数多くのアーティスト・研究者
に影響を与え、小説、戯曲、論考などあらゆる形式を取り

室町時代においてすでに説経節「しんとく丸」として広く
知られ、民間に深く浸透していきました。本作品の再演に
あたり、名もない人々によって語り継がれてきた物語の重み
をより強く感じました。生活苦や病苦、生きているかぎり続く
様 な々悲しみを抱え、二進も三進も、どうにも身動きが取れな
くなった人が唯一、自由に所有できたのは〈物語〉であった
のかもしれません。かつて孤独な人間たちの爛れた心を
癒した〈物語〉は、今、心身ともに身動きのとりずらさを抱える
私たちにどのように働きかけてくれるのだろう。そんなことを
思いながら作りました。

最後になりましたが、「やれることは全部やる」という並々
ならぬ気概で現場の感染防止対策を徹底してくださった
劇場のみなさん、そして制作班に改めて感謝申し上げます。
常にマスク着用、飲食時の会話厳禁、距離を取った控え席
……、“いつも通り”ではない稽古環境にあっても、集中力高く
走り抜けてくださった俳優陣、限られた時間と制約の中で、
大車輪で作品を立ち上げてくださったスタッフの皆様、そして、
もちろん、そんな中ご来場いただいたお客様にも、深く御礼
申し上げます。
　本日はご来場いただき誠に、誠に、ありがとうございます。
一緒に、〈物語〉の幕を、開けていただけましたら幸いです。

 木ノ下裕一

再演によせてごあいさつ

ながら、今日まで語り継がれてきました。
　この長い変遷を辿る物語の系譜の中、木ノ下歌舞伎版
では近年の文楽、歌舞伎上演で主となっている下段の「合
邦庵室の場」だけではなく、そこに至るエピソードや設定が描
かれる上段、さらには「弱法師」「しんとく丸」などからも作品・
人物の要素を掘り起こし、糸井と主宰・木ノ下裕一が“いま
語り継ぐべき物語”として上演台本を共同執筆、再構成しま
した。古来より日本人が持つ死生観、聖俗への畏れ、都市の
姿とそこで生きる人々の剥き出しの「生」……、壮大なスケー
ル感をもって観客の皆様を新たな物語の世界へ誘います。
　今回の再演にあたっては、新たなキャストを得るとともに、
初演の成果をさらに進化／深化させるべく、木ノ下、糸井
による増補と新曲の書きおろしに挑みました。人間模様の
造形と神話的世界を深め、作品はさらに壮大なスケールへと
跳躍し、一つの決定版ともいえる領域へ到達することになる
でしょう。この古典と現代が往来するダイナミックな舞台を、
どうぞ存分にお楽しみください。

新型コロナウィルス感染拡大の厳しい状況の中、様々な
感染防止対策などを講じつつ、本公演の実現に向けて
ご協力、ご尽力いただきました、出演者・関係各位に感謝
の言葉を申し上げて、ご挨拶といたします。

ロームシアター京都

木ノ下裕一
1985年生まれ、和歌山市出身。木ノ下歌舞伎主宰。小学校3年生
の時、上方落語を聞き衝撃を受けると同時に独学で落語を始め、
その後、古典芸能への関心を広げつつ現代の舞台芸術を学ぶ。
2006年に古典演目上演の補綴・監修を自らが行う木ノ下歌舞伎を
旗揚げ。代表作に『娘道成寺』『黒塚』『東海道四谷怪談─通し
上演─』『心中天の網島』『義経千本桜─渡海屋・大物浦─』など。 
2015年に再演した『三人吉三』にて読売演劇大賞2015年上半期
作品賞にノミネート、2016年に上演した『勧進帳』の成果に対して、
平成28年度文化庁芸術祭新人賞を受賞。第38回（令和元年度）
京都府文化賞奨励賞受賞。渋谷・コクーン歌舞伎『切られの与三』
（2018）の補綴を務めるなど、外部での古典芸能に関する執筆、
講座など多岐にわたって活動中。平成29年度京都市芸術文化
特別奨励制度奨励者。
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大名・高安家の跡取りである俊徳丸は、継母の玉手御前
から恋い慕われ、家督相続を切望する異母兄の次郎丸
からは妬まれている。そんな折、癩病に侵された俊徳丸は
父への不孝を詫び、許嫁の浅香姫を捨てて高安の家を
出奔してしまう。

俊徳丸は西へ西へと歩いていた。大坂・四天王寺に到着
した俊徳丸は、これまでの半生を思いながら日想観*1 を行う。
すでに両目は癩病で見えなくなっていたが、西に沈む夕日を
ひたすらに拝むと、俊徳丸の心には光り輝く四方の景色が
映るのだった。夫の行方を訪ねる浅香姫は、変わり果てた
姿の俊徳丸と出会う。そこへ浅香姫に横恋慕する俊徳丸の

木ノ下さんとお芝居を作るのは、何本目になるでしょうか?
　たぶん、今回で木ノ下歌舞伎が４本目、一緒に市民劇も
2本作ったことがあります。
　6本の内3本が再演（というかリクリエーション?）ですので、
木ノ下さんと作った作品は、全て再演してることになります。

再演というのは、別れた恋人と再び付き合いはじめるのに、
ちょっと似ています。
　好きな気持ちはあるけれど、色々あって別れた恋人と、
数年の後、運命のタイミングのようなものが合って、もう一回
付き合ってみる?みたいな感じです。
　ですから、作品を通して、3人の木ノ下さんと付き合い、
それぞれ復縁しているような、不思議な感覚があります。

たまに、木ノ下さんの魅力について考えるときがあります。
　一つ一つ上げたらきりがありませんが、なんというか、馬が
合うのだと思います。

　似ているところもたくさんありますが、正反対のところもたく
さんあります。
　いい感じで補い合ってるのかもしれませんが、何からなに
まで補ってもらってるような気もします。
　ともかく、馬が合うのだと思います。

合邦の再演を作りながら、人間の寂しさのようなものを考え
ました。
　合邦の物語と人間の寂しさがベストマッチかどうかは
ちょっと分かりませんが、自分がこの物語にアプローチして
いくにはそれしかないと思ったからです。

どうぞみなさん、耳を澄まして、感じていただければと思います。

ご来場、ありがとうございます。

糸井幸之介

異母兄・次郎丸がやって来て浅香姫を連れ戻そうとするが、
玉手御前の父親・合邦道心の手助けにより、俊徳丸と浅香姫
は合邦夫婦の家に匿われることになる。
　一方その頃、玉手御前も俊徳丸の行方を尋ね、高安の
家を飛び出して合邦夫婦が住む実家へとやって来る。両親
は俊徳丸への邪恋を思い切らせようと諌めるが、玉手御前
は取り合わない。その様子を聞いた浅香姫は俊徳丸を
連れて逃げようとするが、玉手御前はどこへも行かせまいと
恋敵の浅香姫に襲いかかる。堪りかねた合邦は娘を手に
かけるが─。

*1 西に沈む太陽を見て、その先にある極楽浄土に思いを馳せる修行法。

糸井幸之介
1977年生まれ、東京都出身。劇作家・演出家・音楽家。2004年
に女優の深井順子により旗揚げされたFUKAIPRODUCE羽衣の
全作品で作・演出・音楽・美術を手掛ける。全編の7割ほどを演者
が歌って踊る、芝居と音楽を融合した独自の作風を“妙―ジカル“と
称し、唯一無二の詩的作品世界と、耳に残るオリジナル楽曲で高い
評価を得ている。世田谷区芸術アワード“飛翔” 2008年度舞台芸術
部門受賞。FUKAIPRODUCE 羽衣第22回公演『瞬間光年』
（2017年上演）にて第62回岸田國士戯曲賞最終候補。多摩美術大学
講師。セゾン・フェロー。木ノ下歌舞伎では、2015年『心中天の網島』
初演、ロームシアター京都 レパートリーの創造として、17年『心中天の
網島─2017リクリエーション版―』、19年『糸井版 摂州合邦辻』で
演出・音楽を務めた。
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内田 慈
1983年生まれ、神奈川県出身。日本大学芸術学部文芸学科中退
後、演劇活動をはじめる。08年には「ぐるりのこと。」でスクリーン
デビュー。その後は映画「ロストパラダイス・イン・トーキョー」「きみ
はいい子」「恋人たち」「下衆の愛」「葛城事件」「響─HIBIKI─」
「ピンカートンに会いにいく」（主演）など話題作に次 と々出演。ダブル
主演のひとりを務めた社交ダンスコメディ「レディ・トゥ・レディ」や「ホテ
ルローヤル」「SEASONS OF WOMAN」など公開予定の映画も
多数控えている。ドラマでは、日曜劇場「半沢直樹」新シリーズに出演
し話題を呼んだ。また、Eテレの幼児向け番組「みいつけた !」では
デテコイスの声を長年担当しておりジャンル問わず活躍の場を広げ
ている。木ノ下歌舞伎『糸井版 摂州合邦辻』初演では主演の玉手
御前を務め、硬軟自在な熱演が絶賛を浴びた。  

谷山知宏
1981年生まれ。花組芝居所属。2005年、愛・地球博 群読叙事
詩劇 『一粒の種』作・演出 Ｊ・Ａ・シーザー、振付 謝珠栄に出演。
06年９月、花組芝居に入座。以来、すべての劇団作品に参加。ダン
スで鍛えた柔軟な体と独特の感性で男役、女形、両方をこなす。特
徴のある声も人気で、CMなどでも活躍。13年から約5年間は、
NHKBSの子供番組「ワラッチャオ!」に、メタホン役の声でレギュ
ラー出演した。『東海道四谷怪談』（新国立劇場）では小仏小平、劇
団公演『毛皮のマリー』“マリー ”、『黒蜥蜴』“黒蜥蜴”と、タイトルロー
ルも多く演じている。昨年は、『どん底』（新国立劇場）“男爵 ”、花組
芝居『義経千本桜』“狐忠信 ”で、好評を博し、演技の幅を広げて
いる。木ノ下歌舞伎には初参加となる。  

永井茉梨奈
1993年生まれ、富山県出身。2013年 京都造形芸術大学舞台芸
術学科入学。フランス演劇に惹かれ、ラシーヌやクローデルの上演
に携わる。杉原邦生演出『転校生』、渡邊守章演出『アンドロマック』
等に出演。16年 新国立劇場演劇研修所に入所。19年3月 研修
所 修了。主な出演舞台に、栗山民也演出『朗読劇 少年口伝隊 
一九四五』、田中麻衣子演出『トミイのスカートからミシンがとびだし
た話』、宮田慶子演出『るつぼ』、KUNIO『グリークス』など。木ノ
下歌舞伎には初参加となる。

土屋神葉
1996年生まれ。劇団ひまわり所属。特技はアクション。主な舞台出演
作に、CBGKシブゲキ! presents『春母夏母秋母冬母』（脚本・演出・
音楽：糸井幸之介）主演、ミュージカル『マリーゴールド』（ウル役）など。
映像では、NHK「トクサツガガガ」（シシレオー役）、映画「刀剣乱
舞─継承─」（倶利伽羅江役）。俳優として活躍の場を広げ、声分野
では、アニメ「ボールルームへようこそ」（主人公・富士田多々良役）、「ハイ
キュー !!」シリーズ（五色工役）、映画「BURN THE WITCH」（バ
ルゴ・パークス役）、アプリ「ディズニー ツイステッドワンダーランド』」（エ
ペル・フェルミエ役）他多数。2021年４月公開映画「さよなら私のク
ラマー」では“谷安昭 ”役で、また、2021年1月10日［日］スタートの、
テレビ東京系・実写版ドラマ「アイカツ プラネット!」では、“瀬川樹 ”
役にて出演決定。現在は、日本テレビ「ZIP!」“キテルネ”コーナー
リポーターにも就任。今注目の実力派俳優として様 な々ジャンルで幅
広く活躍中。木ノ下歌舞伎には初参加となる。 

永島敬三
1987年生まれ。2008 年、劇団「柿喰う客」に初出演。11年から劇
団員として活動。近年は『俺を縛れ！』、『美少年』などで劇団の中核
を担う。劇団公演以外では、『ハムレット』『半神』『ふるあめりかに袖
はぬらさじ』、TV「仮面ライダージオウ」、「東進ハイスクール」CM
ナレーションなど活動の幅を広げている。また、一人芝居『ときめきラ
ビリンス』は、自身のライフワークとして上演を続け、本多劇場グループ 
PRESENTS『DISTANCE』公演でも好評を博した。その他、俳
優4人の演劇ユニット「さんぴん」メンバーとしても活動する一方で、
“夏葉亭雛菊 ”として落語にも挑戦している。木ノ下歌舞伎には初
参加となる。  

飛田大輔
1993年生まれ、埼玉県出身。大学在学中より活動を開始。フリーの
俳優として国内外の公演に参加。中性的でノーブルな出立ち、洗練
された身体性を武器とする。近年の主な出演作に、演劇実験室◉
万有引力『奴婢訓』（武蔵野美術大学・ポーランド・香港）、カムカムミ
ニキーナ『猿女のリレー』（座・高円寺1）等。俳優の他に、ダンサー、
被写体等活動は多岐に渡る。好きな言葉は「明日は我が身」。木ノ
下歌舞伎には2019年『糸井版 摂州合邦辻』で初参加、今回は初
演に続いての出演となる。  

山森大輔
1980年生まれ、東京都出身。松坂世代の40歳。大学を休学し、
バックパッカーとしてアジア・ヨーロッパを放浪したのち文学座に所
属する。主な出演作に、文学座『メモリアル』、ミナモザ『彼らの敵』、
FUKAIPRODUCE羽衣『愛死に』（再演）、シス・カンパニー『か
もめ』、開幕ペナントレース『ROMEO and TOILET』、KAAT神
奈川芸術劇場プロデュース『オイディプスREXXX』など。木ノ下歌舞
伎には2019年『糸井版 摂州合邦辻』で初参加、今回は初演に続
いての出演となる。

西田夏奈子
1974年生まれ、神奈川県出身。フリー。99年より現在まで、主に舞台
を中心に活動している。近年の出演作は、Q『妖精の問題 オンラ
イン版』、庭劇団ペニノ『蛸入道 忘却の儀』、NODA・MAP『足
跡姫』、てがみ座『対岸の永遠』など。映画出演は、杉田協士監督
『ひかりの歌』がある。また、《エビ子・ヌーベルバーグ》の別名で、
サポートバイオリニストや歌い手として音楽活動も行っている。多摩美
術大学演劇舞踊デザイン学科非常勤講師。木ノ下歌舞伎には、『心
中天の網島』の初演（2015）とリクリエーション版（2017）、『東海道四
谷怪談―通し上演―』（2017）、『糸井版 摂州合邦辻』（2019）に続
いての出演。初演に続き、合邦女房のおとく役を演じる。    

石田迪子
1986年生まれ、東京都青梅市出身。フリーの俳優。2009年に文
学座附属演劇研究所を卒業後、舞台･映像･ナレーションで活動。
また、朗読の単独ライブをカフェ等で主催する。近年の出演作は、ミ
ナモザ『山椒魚』『Ten Commandments』、多摩ニュータウン×演
劇プロジェクト『まちまち』、青☆組『Butterflies in my stomach』、ぼっ
くすおふぃす『雪の果』、自転車キンクリートSTORE企画、NHK
大河ドラマ「花燃ゆ」、ドラマ「ほぼ日の怪談。」など。木ノ下歌舞伎に
は2019年『糸井版 摂州合邦辻』で初参加、今回は初演に続いて
の出演となる。  

伊東沙保
1980年生まれ、千葉県出身。大学卒業後、就職を経て活動を
開始。地点、チェルフィッチュ、ハイバイ、サンプル、五反田団、ロロ、
範宙遊泳、多田淳之介作品などに参加。近年の出演作に、キラリ
ふじみ×東南アジア舞台芸術コラボレーション『BEAUTIFUL 
WATER』、ホリプロ『渦が森団地の眠れない子たち』、地点『三人
姉妹』、新国立劇場『かもめ』など。木ノ下歌舞伎には、『心中天の
網島』初演（2015）とリクリエーション版（2017）、『糸井版 摂州合邦
辻』（2019）に続いての出演。初演に続き、羽曳野役を演じる。  

武谷公雄
1979年生まれ、神奈川県出身。大学在学中に早稲田大学劇団森
に参加。近年の主な出演作に、舞台『ドクター・ホンフマンのサナ
トリウム』（ケラリーノ・サンドロヴィッチ演出）、『少女仮面』（杉原邦生演
出）、渋谷・コクーン歌舞伎『切られの与三』（串田和美演出）、サン
プル『ブリッジ』（松井周演出）。映画「クソ野郎と美しき世界 慎吾ちゃ
んと歌喰いの巻」（山内ケンジ監督）。ドラマ『いだてん』など。
木ノ下歌舞伎には、『黒塚』『三人吉三』『心中天の網島』『義経千
本桜―渡海屋・大物浦―』出演。初演に続き、玉手の父親の合邦
役を演じる。

キャスト



作：菅専助、若竹笛躬
監修・補綴・上演台本：木ノ下裕一
上演台本・演出・音楽：糸井幸之介［FUKAIPRODUCE羽衣］

音楽監修：manzo
振付：北尾亘

出演：内田慈　土屋神葉
谷山知宏　永島敬三　永井茉梨奈　
飛田大輔　石田迪子　山森大輔
伊東沙保　西田夏奈子　武谷公雄

舞台美術：島次郎、角浜有香
照明：吉本有輝子
音響：小早川保隆
衣裳：大野知英　
ヘアメイク：須山智未
補綴助手：稲垣貴俊、山道弥栄
演出助手：岩澤哲野、山道弥栄
演出部：川村剛史［ロームシアター京都］
舞台監督：大鹿展明

歌唱指導：伊藤和美
振付アシスタント：高谷 楓
照明操作：吉田一弥、岩元さやか
音響操作：益川幸子
マイクケア：野中祐里
字幕システム：福岡想

美術製作：俳優座劇場 舞台美術部 大橋哲雄
歌舞伎小道具：藤浪アート・センター 浅海 敬
運搬：植松ライン

制作アシスタント：堀朝美
制作：武田知也、宮崎麻子［ロームシアター京都］、本郷麻衣

観劇サポート：音声ガイドナレーション｜持丸あい、字幕｜北村太一

宣伝美術：外山 央　
宣伝写真：井上嘉和　
宣伝映像：桜木美幸　
特設WEB：増本泰斗

医療アドバイザー：藤田裕晃
［東京医科大学病院 感染症科／感染制御部］

協力：古舘健、沼田かおり、FUKAIPRODUCE 羽衣、Baobab、
劇団ひまわり、花組芝居、ゴーチ・ブラザーズ、芹川事務所、ギフト、
真昼、RYU、ムーンライト、カンパーナ、カンカラ社、サウンドウィーズ、
iroNic ediHt DESIGN ORCHESTRA、libido:、特定非営利活
動法人シアター・アクセシビリティ・ネットワーク（TA-net）、一般社団
法人日本障害者舞台芸術協働機構、Palabra 株式会社

ロームシアター京都スタッフ
舞台：島村弘之、石田昌也、朝霧賢二
照明：柴田順、林いづみ、大塚咲季、亀井杏寿、苗木絵菜
音響：合田洋祐、山川文彦

広報：長野夏織、松本花音
プログラムディレクター：橋本裕介

企画制作：ロームシアター京都、木ノ下歌舞伎／一般社団法人樹来舎
製作：ロームシアター京都
共同製作：穂の国とよはし芸術劇場PLAT、KAAT神奈川芸術劇場

主催：ロームシアター京都（公益財団法人京都市音楽芸術文化振興
財団）、京都市
助成：文化庁文化芸術振興費補助金（劇場・音楽堂等機能強化推進
事業）｜独立行政法人日本芸術文化振興会

木ノ下歌舞伎『糸井版 摂州合邦辻』公演スケジュール
東京公演：2020年10月22日［木］－26日［月］ あうるすぽっと
京都公演：2020年11月2日［月］－3日［火・祝］ ロームシアター京都


